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ある. その他にも, 特定の感覚刺激に対して, 過敏であっ
たり, 鈍感であったりするといった感覚異常の人も存在
する. 自閉症, アスペルガー症候群, 広汎性発達障害は,
本質的には同じ病理に基づいた連続する障害であるとい
う見解から, アメリカ精神医学会により作成されたマニュ
アル, DSM- 5 (Diagnostic and Statistical Manual of
Mental Disorders 精神障害の診断と統計マニュアル)
において全て自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム




















に問題がないのに ｢読む｣, ｢書く｣, ｢計算する｣ のいず
れか一つ, あるいは複数に著しい困難がある場合を限局
性学習症 (Specific Learning Disorder) とする. 一方,
教育分野では, 上記に加えて ｢聞く｣, ｢話す｣, ｢推論す
る｣ のどれか, あるいは複数に著しい困難がある人も含
み, 学習障害 (Learning Disabilities) とする (以下限
局性学習症及び学習障害の両方を全て LD). 困難が文















る. この障害においては, 適切なアセスメント, 支援計
画など適宜調整が必要である. そのため, マンパワーを
中心とする調整機能がとても重要である. その調整の上






対象とする生徒 (以下, 生徒 A) は, 発達障害と診
断され, 小学校, 中学校と特別支援学級に通級していた

















能で ｢気づき｣ を支援することで, ものごとの区別
がしやすくなる. (中邑・近藤 2012)2)










































ても, 母親に丁寧に説明を行った. その結果, 生徒Ａが
保存媒体を保持することへの許可を得た.
3.3 調査方法
学校の状況を踏まえ, 生徒 A, 保護者と開始時期か
ら年内いっぱいまで取り組むという合意形成を行い, 次
の期間での調査を行うこととした.
調査期間：2014 年 4 月から 2014 年 12 月
・記憶媒体について
生徒 Aには, 事前に記憶媒体 (フラッシュメモリ)




調査は, 下記の予定で行う. 面談, 相談等を適宜入れ
ながら, 利用状況や本人の意識についての確認を進める.
・面談・相談について
















































































































































































































本研究を通じて, ICT を活用した学びから, 本人に
とっていろいろな意識が芽生えたのではないかと考えて























1 ) 日本学生支援機構 2015 ｢教職員のための障害学生修学
支援ガイド (平成 26 年度改訂版) ) pp. 180-181
2 ) 中邑賢龍 近藤武夫 2012 『発達障害の子を育てる本
ケータイ・パソコン活用編』 講談社
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